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虎
關
師
錬
暉
師

は
我
が
灘
門
稀

に
見

る
博
學
多
才
の
讃
書

人
で
あ

り
、
共

の
著
述

の
如
き
も
實

に
十
有
数
種
、
九

十
饒
巻

の
多
き

に
上

つ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
何

人
も
知

る
所

で
あ
お
。
師

の
學
問

の
廣
汎

に
し

て
深
奥

に
達

し
後
世

に

共
比
を
見
な

い
黙

に
就

い
て
は
、
夙

に
師

の
遁
友
中
岩
圓
月
が
師

に
與

へ
た
書
簡

に
よ

つ
て
明

に
覗
ひ
知
ら
れ

る
。

曰
く
、

伏
惟
座
下
微

達
聖
域
、
度
越
古
今
、

強
記
精
知
、

且
富
著
述
、
凡
吾
西
方
経
籍
五
千
絵
軸
、
莫

不
究
達
共
奥
、
以

至
子
思
孟
靱

筍
楊
卿
雄

王
通

之
篇
、
傍

入
老
列
荘

騒
班
固
苑
曄
太
吏
紀
傳

三
國

及
南
北
八
代
之

史
階
以
降
五
代
趙

宋
之
紀
簿
、
乃
復
曹
謝
李
杜
韓
柳
厭
陽

三
蘇
司
馬
光
黄
陳
晃
江
西
之
宗
伊
洛

之
學
。

云
云
、
(
東
海
一
混
集
巻
三
)

と
。
師
が
か
く

の
如
き
該
博
な

る
知
識

を
獲
得

し
不
朽

の
述
作
を
今

日
に
残
す

に
至

つ
た
に
就

て

は
、
固
よ
り
師

の

天
賦

の
頴
才

に
よ

る
と
は
言

へ
、

一
方
當
時
來
朝
し
た
元
俗
寧

一
山
の
指
示
提
衡

に
負

ふ
所
勘

か
ら
ざ

る
も

の
で
あ

つ
た
こ
と
は
孚
は
れ
な
い
事
實

で
あ

る
。
虎

關
の
記

し
た

一
山
國
師
行
状
を
閲
す

る
に
、

師
性
慈
和
無
涯
岸
、
近
世
執
道
柄
者
、
嚴
荘
威
重
、
以
爲

法
助
、
且
梅
鞭
也
、
師

孤
坐

一
楊
不
須
通
謁
、
新

到
遠

虎
關
輝
師
と
其
の
學

'

(
一
)
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虎
關
輝
離
と
其
の
學

(
∴
)

來
、
出
入
無
間
、
人
便
蓼
請
、
灘
策

中
無
索
隠
、
僅
事
苑
而
已

、
牲
往
漫
不
雌
黄

者
多
、
江
湖

患
之
、
及
師
至
閾

　

　

ち

　

ほ

め

　

り

欺
、
然
言
語

不
通
、
乃
課

触
腰

、
隻
字
片
句
、
朝
諮
暮
詞

、
師
道
韻
柔

娩
、
執
翰
酬

之
、
教
乗

諸
部
、
儒
道
百
家

ゐ

ぬ

ら

　

　

ゆ

　

も

せ

　

む

も

も

も

じ
あ

た

ば

ね

も

め

も

ぬ

た

ぬ

　

め

も

ゑ

て

あ

め

も

あ

　

ぐ

稗
官

小
説
、
郷

談
僅
語
、
出

入
花
濫

、
帆
累
数
幅
、
是
以
學
者
推
博
古
、
(中
略
)

予
游
師
門
十

藪
祀
、
所
請
之
盆

も

ゐ

め

不
僻
町ム矢
Q
(濟
北
集
巷
之
十
、
及
一
山
國
師
語
録
巻
下
)

と
見
⑩

る
如

く
、

一
山
の
學
已

に
博
通

し
、
學
者

の
指
導
宜
し
き
を
得

た
こ
と
は
、
我
が
五
山
文

蓮
の
登
鮮
が
帥
ち

此

に
在

る
も
の
と
言
は
ね
ば
な

る
ま

い
。

一
山
の
來
朝

は
實

に
正
安
元
年
(
西
紀
、

三
究
)
虎
關

二
十

二
歳

の
時

で
あ

っ
た
。
海
臓

紀
年
録

同
年
の
條

に
は
、

も

　

も

ぬ

ぬ

も

も

も

も

ら

め

ち

も

是
年
寧

一
山
來
朝
、
館
干
上
都
、
師
牲
而
爲
儀
封
人
之
見
也
、
師
自
惟
日
、
近
時
此
方
庸
縞
操
然
例
入
元
土
、
是

　

ぬ

　

　

　

　

た

　

も

も

　

あ

あ

ぬ

　

　

　

遺
我

國
之
玩
也
、
我
共
南
游

、
令
彼
知
秦
有
人
耳
、
既
治

行
、
母
氏
知
共
幾
、
哀
訴

師
日
、
吾

老
且
病
、
子
志
遠

遊
、
,共

道
乎
、
.師

感
而
止
。

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ

に
依

つ
て
虎
關
と

一
山
と

の
交
渉

は
恐
ら

く
此
年

に
始
ま
る
事
を
知

る
と
同
時

に
、

一
朝

こ
、
に
遠
來
の
宗
師
を
迎

へ
て
、
師
自
ら
感
悟
す
る
所
は
、
從
來
競
う

て
我
が
縄
僑

の
入
元
す

る
者
徒

に
國
辱
を
彼

土
に
遺
す

に
過
ぎ
す
と
な
し
、
自
ら
日
東
共

人
あ

る
を
知
ら
し

め
ん
が
爲

に
、
勃
然

入
元
の
志
を

起
し

た
と
言

ふ
年

少
氣
鏡

の
師

の
風
車
を
想
見
す

る
こ
と
が

出
來
る
と
共

に
學
頑
已

に
涼
熟

の
境

に
在

り
し
こ
と
を

察
す

る
に
足

る
も

の
が
あ

る
。

2

、



虎
關

の
最
初

の
著

述
と

し
て
残
さ
れ

た
も

の
は
嘉

元
四
年
(
三
〇六
)
師

二
十
九
歳

の
春

に
成

つ
た
聚
分
韻
略
五
巻

で

あ

る
。
こ

の
書

は
そ

の
自

序
に
も
詳
論

さ
れ

て
ゐ

る
如

く
、
師
が

一
儒
氏

の
需

に
鷹

じ
て
、
博

く

各
種
の
韻
篇
を
考

究
し

て
著

は
さ
れ
た
本
邦

最
初

の
韻
書

で
あ

つ
て
濁
創
的
に
恵

ま
れ
た
著
者

の
天
分

を
覗

ふ
べ
き

好
箇

の
小
學
書
と

言

へ
る
も

の
で
あ

る
。

何
と
な

れ
ば
從
來
支
那

に
あ

つ
た
韻
書

の
多
く
は
、
た

ゴ
聲
響

の
方
面
を
重
要

視
し
て
、
文

字

の
性
質

か
ら
品
彙
分
類
し

て
作
詩
者

に
便
す
る
僻
書
風

の
も

の
が
見
當

ら
な

か

つ
た
。
そ

こ
で
虎

關
は
棊
布
隊
類

分

つ
て
五
巻
と

し
て
之
を
五

行
に
象
り
、
裁
し

て
十
二
門
と
し
、

四
序

に
象

つ
た
と
言

つ
て
ゐ
る

。

今
聚
分
韻
略

に
分
類

さ
れ
た
十
二
門
は
即
ち

乾

伸

門

上寸

戻

弓

nロ

イ

日
ー

氣

形

門

支

膿

門

態

藝

門

生

植

門

食

服

門

器

財

門

風
雨
雪
森
(
天
)

山
川
宮
室

(地

)

方
所
郡
國
沙
石
灰
塵
等

春
秋
晦
朔
朝
暮

陰
.鋸
干
支

日
月
星
辰
、
人
黙
　虫
貌

姓
名
官
窯
、
戎
秋
軍
族

耳
目
股
肱
、
毛
髪
涕
唾

羽
側
角
.牙

歌
舞
、
漁
猿
、
詩
書
博
塞
、
坐
立
動
止
、
冠
婚
祭
裏

、

飛
鳴
走
吼
(禽
獣
)游
泳
勃
窒
(
虫
魚
)

灌
㎝瀧
、
皿耕
転
、
果
湘駄

柴
樵
枝
距
株
梼

味
干
口
爲
食
、
御
干
男
爲
服
、

類
緒
之
項
細
、
糟
糠
之
麓
纐
…等

膠
漆
。
金
玉
等

虎
關
潤
師
と
其
の
學

二

4一
)
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虎
關
暉
師
と
其
の
撃

(四
)

光

彩

門

繍
撒
倒
燈
炬
、
峰
燧

歎

量

門

=
一、
錨
鉄
寸
尺
毫
彊

虚
押
門

囎
馨
似
齢

割
興

復

用

門

有
複
而
可
用
。

で
あ

る
。
師

は
翌
徳
治

二
年
自
ら
携

へ
て

一
山

起
此
書

を
呈
し

た
る
に
、

一
山
は
欽
服
し
て
其

後

に
蹟
丈
を
加

へ
、

且

つ
師

に
與

ふ
る
に
、

承
見
示
聚
分
韻
略
序
文
」
披
味
之
鈴
、
骸
動
心
月
、
,語
奇
意
高
、
何
敢
妄
議
。

云
云
。
(紀
年
録
、
徳
治
二
年
の
條
)

の
僻

を
以
て
し

て
ゐ
る
。

ぬ

こ
の

一
山
の
践
文
は
後
世
の
版
本
に
は
削
ら
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
が
永
正
元
年
(三
六
四
)
刊
の
も
の
に
は
明
に
、

明
物
察
倫
聖
賢
之
事
也
、
錬
公
是
書
門
分
類
聚
、
伜
閲
者
因
門
以
明
物
、
因
類
以
察
倫
、
披
物
理
昭
然
、
既
明
則

聖
賢
可
践
、
其
於
學
者
量
小
補
哉
、
錐
然
吾
佛
租
要
旨
、
離
文
字
言
読
之
相
、
具
眼
者
能
昭
徹
文
字
言
説
之
外
、

乃
符
著
述
之
意
、
筍
泥
文
字
之
説
、
不
唯
昧
着
著
述
之
意
、
抑
亦
於
聖
賢
商
事
絶
蹟
、
學
者
識
之
。

徳
治
丁
未
季
秋
朔
日

一
山

一
寧
護
書
其
後
。

な
る
文
を
見
る
の
で
あ
る
。
荷
此
の
書
に
つ
い
て
、
岡
井
博
士
の
近
著
日
本
漢
字
學
史
の
引
く
所
に
よ
れ
ば

文
明
辛
丑
(
二
茜
一
)薩
摩

明
鷹

癸

丑
(
三
五
三
)
周
防
又
一本

4



永
正
元
年
(三
六
四
)
東
山

享
腺

二

年
(
…
入
九
)
日
向

天
文
八
年
(二
充
九
)
周
防

天
文
廿
三
年
(
一三
西
)
駿
府

慶
長
丙
午
(
一三
六
六
)京
都

延
寳

八

年
(
一三
四
〇
)
新
増
本

等
の
七
八
種
の
刊
本
が
あ
る
以
前
に
、
板
式
か
ら
考

へ
て
五
山
板
と
思
は
る
～
小
本
無
年
號
本
が
あ
り
、
上
卒
、
下

卒
、
上
、
去
、
入
の
四
聲
別
に
な

つ
て
ゐ
た
も
の
が
原
形
ら
し
く
思
は
れ
る
。
文
明
本
以
下
の
も
の
は
卒
上
去
の
三

韻
を
重
ね
て
所
謂
三
重
韻
と
呼
ば
る
～
膿
裁
と
な
つ
て
ゐ
る
。
然
し
こ
れ
は
虎
關
編
著
の
最
初
の
面
目
で
な
い
こ
と

は
、
青
木
昆
陽
の
昆
陽
漫
録
に
、

三
重
韻
に
虎
關
の
序
あ
れ
ど
も
虎
關
の
時
は
聚
分
韻
略
と
名
づ
け
て
韻
を
三
段
に
重
ね
す
。
天
野
氏
の
藏
む
る
所

の
古
板
の
聚
分
韻
略
を
見
れ
ば
十
二
門
を
立
て
、
五
巻
と
な
し
、
虎
關
自
筆
の
序

寧

一
山
自
筆
の
蹟
あ
り
。
同

人
の
藏
む
る
享
隷
庚
寅

の
年
刊
す
る
聚
分
韻
略
は
三
重
韻
の
如
く
韻
を
重
ね
て
蹟

に
、
作
者
宥
園
筆
者
秀
篤
と
あ

り
、
是
簡
便
に
と
り
て
宥
園
始
め
て
聚
分
韻
略
の
韻
を
三
重
に
重
ね
た
る
に
よ
り
て
作
者
宥
園
と
記
し
た
り
乏
見

え
た
り
。
同
人
の
藏
む
る
朝
鮮
本
の
韻
略
と
い
ふ

一
冊
の
書
を
見
れ
ば
三
重
韻
の
如
く
韻
を
重
ね
て
十
二
門
を
立

て
す
。
宥
園
、
韻
略
に
よ
り
て
聚
分
韻
の
韻
を
重
ね
た
り
と
見
え
た
り
。

と
言

へ
る
が
如
き
も
の
で
あ
つ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。
今
余

の
臓
す
る
所
の
古
板
聚
分
韻
略
牧
む
る
所
の
四
聲
を
槍

す
る
に
、虎

霧

師
と
其
の
撃

、

(
五
)

＼
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虎
關
輝
師
と
其
の
學

束
第

一
上
卒

久
ノ鍾
〃第
二
上
李

江
第
三

支
脂
之
第
四

微
第
五

魚
第
六

虞
模
第
七

齊
第
八

・

佳
皆
第
九

友
冶
第
+

眞
諄
環
第
十

一

文
欣
第
+
二

董
第

一
上
灘

腫
第
二
上
郵

講
第
三

紙
旨
止
第
四

尾
第
五

語
第
六

塵
姥
第
七

善
第
八

蟹
骸
第
九

賄
海
第
+

珍
准
第
十

一

吻
隠
第
十
二

迭
第

一
去
聲

宋
用
第
二
去
聲

維
第
三

寅
至
志
第
四

未
第
五

御
第
六

遇
暮
第
七

舞
祭
第
八

泰
第
九

赴
怪
夫
第
+

隊
代
第
+

一

磨
第
+
二

震
淳
第
十
三

問
第
十
四

炊
第
+
五

(
六

)
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元
魂
痕
第
十
三

寒
桓
第
十
四

制
山
第
+
五

聚
分
韻
略
巻
之
ご

先
仙
第

一
下
雫

薫
宵
第
二

豪
第
四

歌
才
第
五

麻
第
六

陽
唐
第
七

庚
耕
清
第
八

青
第
九

蒸
登
第
+

尤
侯
幽
第
+

一

侵
第
+
二

玩
混
根
第
十
三

旱
緩
第
+
四

潜
産
第
十
五

虎
關
輝
師
と
其

の
學

銑
艦欄
罵
弟
十
⊥ハ
上
聲

篠
小
第
+
七

皓
第
十
九

寄
果
二
十

馬
第
二
+

一

養
蕩
二
+
二

梗
歌
静
二
十
三

廻
第

二
+
四

極
等
二
+
五

有
厚
黙
二
十
六

寝
第
二
十
七

願
恩
恨
第
+
六

翰
換
第
+
七

諫
澗
第
+
八

霰
線
第
+
九
去
聲

囎
笑
第
二
+

號
第
二
+
二

箇
過
二
十
三

薩
第
二
十
四

濠
宕
二
+
五

敬
謬
勤
二
十
山ハ

径
第
二
+
七

謹
燈
二
+
八

宥
候
二
十
九

沁
第
三
十

●

(
七
)
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虎
關
隙
師
と
其
の
學

(八
)

箪
談
第
十
三

感
敢
二
十
八

勘
閾
三
十

一

璽
添
第
十
四

啖
添
倣
二
十
九

鑑
添
轍
二
十
二

成
街
第
十
五

簾
橿
芭
三
十

陥
鑑
梵
三
十
三

嚴
凡
第
十
六

聚
分
韻
略
巻
之
五

屋
第

一

沃
燭
第
二

畳
第
三

質
術
櫛
第
四

勿
第
五

迄
第
六

月
没
第
七

易
求
第
八

黙
轄
第
九

層
藤
第
十

の

藥
鐸
第
十

一

阻
変
昔
第
十
二

錫
第
十
三

職
徳
第
十
四

緯
第
十
五

合
蓋
第
十
六

葉
帖
第
十
七

沿
押
第
十
八

業
乏
第
十
九

の

一
百
十
三
韻
よ
り
成
り
、
其
の
膿
裁
は
三
重
韻
の
形
式
で
は
あ
る
が
、
そ
の
巻
数
の
置
き
方
よ
り
考

へ
て
、
虎
關

當
初
の
原
形
を
偲
ぶ
に
充
分
な
る
も
の
が
あ
る
。
而
し
て
こ
の
虎
關
の
韻
略
は
古
來
韻
書
の
源
流
を
爲
し
た
廣
韻
二

百
六
韻
の
同
用
の
部
を
併
合
し
て
成
さ
れ
た
金
の
韓
道
昭
の
五
音
集
韻

一
百
六
十
韻
よ
り
も
韻
藪
少
く
叉
劉
淵

の
壬

子
新
刊
禮
部
韻
略
の

一
百
七
韻
よ
り
も
多
く
共
の
何
れ
に
も

一
致

せ
な
い
の
を
見
る
と
、
虎
關
が
當
時
諸
種
の
韻
書

を
考
究
し
、
廣
韻
以
來
の
濁
用
同
用
の
聲
韻
を
参
酌
し
て
猫
自
に
定
め
た
も
の
か
と
思
は
れ
る
。
然
し
こ
の
聚
分
韻

略
の
所
嫉
に
つ
い
て
は
術
後
日
の
研
究
に
侯
つ
べ
き
も
の
が
あ
ら
う
。
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こ
の
他
に
虎
關
の
編
著
と
し
て
海
蕨
略
韻
な
る
も
の
が
傳
つ
で
ゐ
る
。
群
書

一
覧
に

海
臓
略
韻

十
巻
今
本
ご
巷

虎
開
灘
師

と
標
し
次
に

か

ち
　

へ
　

単
韻
の
字
を
注
し
各

々
熟

字
を
集
む
。
巻
末

に
歴
代
紹
運
圖
並

に
異
名
國
華
合

記
抜
華
、
分
字
、

書
代
字
、
人
異

名

等
を
附

す
巻
首

に
引
用
目
百
除
部
を
墨
ぐ
。
按
す

る
に
此
垂
ワ
專
ら
聯
句

の
爲

に
薯

せ
b
。

と
言

つ
て
ゐ
る
の
が
共

で
あ
る
。
東
京
帝
國
大
學
圖
書
館
所
臓

の
爲
本
海
臓
賂
韻

に
よ
れ
ば
、
此
書

は
韻

の
文
字
を

礎
と
す

る
熟

語
を
出
し
北
ハ
の
出
典
を
註
し
、
聚
文
韻
略

の
十

二
門
の
外

に
祀

と
二
の
二
門
を
立

て
、
ゐ
る
。
租

は
頑

師
、

二
は

二
者
麟
言

の
も

の
で
、
尤
も
作
詩
構
句

の
簡
便

の
爲

に
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
ら
う
。
今

月

の
如

く
此
種
の

編
著

が
汗
牛
充
棟
も
た

ビ
な
ら
す

、
頗

る
便
利
薄
僻
書

の
多

い
時
代
か
ら
見
れ
ば
寧

ろ
珍
と
す

る
に
足
ら

幽
に
し

て

・も
、
虎
關

の
時
代
、
何
等
此
等
に
關

す
る
編
述

の
無

き
頃
の
勢
作
と
し

て
は
、
聚
分
韻
略
に
し
て
も
海
藏
略
韻

に
し

て
も
頗

る
重
寳
な
も

の
で
あ

つ
て
、
永

く
後
世
の
作

家
を
盆

し
た
こ
と
は
申
す
迄

も
な

く
、
其

の
勢

を
多
と

せ
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と

、
思

ふ
。

9

藪
多

い
虎
關

の
著
述
中
、
特

に
吾
人

の
注
意
す

べ
き
も

の
は
、
彼

の
木
邦
侮
史
の
椛
輿

た
る
元
卓

罧
書

三
十
雀

で

あ
ら
う
。
こ
れ
は
實

に
我
が
國

に
於
け

る
漢

文
紀
傳
史
膿

の
濫
膓

を
爲
す
も

の
で
あ

つ
て
、
上
は
欽

明
天
皇

の
御
宇

虎
關
藤
師
と
其
の
學

(九
)



虎
關
暉
師
と
其
の
學

(
一
〇
)

よ
り
下
は
後
醍
醐
帝

の
當
時

に
及

ぶ
凡
そ
七
百
八

十
除

年
間
佛
門
事
蹟

の
蒼
粋

で
あ

る
。
師
が
此

の
大
著
を
成
す

に

至

つ
た
動
機
と

も
言
は

る
べ
き
は
、
叉
寧

一
山

の
刺
戟
に
擦

る
も
の
、
如
く
、
紀
年
録
記

す
所
を

見

る
に
、

山
田
問
師
干
國
朝
高
儒
之
遺
事
、
師
或
泥
焉
、

山
期
期
斬
之

日
、

公
之
辮
博
渉
外

方
事
、
皆
章

章
可
悦
、
而
至
此

本
邦
、
頗
似
澁
子
鷹
封

、
何
哉
、
師
有
漸
色
、
縁

此
深
慨
念
、
異

日
必
當
博
考
國
吏
井
難
記
等

、
以
作

皇
朝
繹

氏
之

一
纏
。
(徳
治
二
年
の
條
)

と
、
か
く
て
十
有
六
年
の
星
霜
を
纏

て
元
亨

二
年
(
三
一三
)
八
月
途

に
脱
稿
、
同
月
十

六
日
、
後
醍

醐
帝

に
進
献
す

る

を
得

た
の
で
あ

る
。

本
書

の
内
容

に
關
し

て
は
今
更
吾
人

の
喋

々
を
要
す

る
限
り

に
非
ざ
れ
ど
も

、
薯
岩
自
ら
言

ふ

所

の
抱
』負
を
覗

ふ
に
、
此
ハ
の
序

説
志

十
に
曰
く
、

初
予
章
総
角
而
離
家
、
途

志
學

而
遊
方
、
用
旋
相
陽
輻
鹿
之
門
、
辛
勤

而
蹄

、
因
見
大
藏
、
有

僧
史
之

三
傳
、
所

謂
梁
唐
宋
也
、
而
此

三
傳
不
精
史
文
、
蓋
梁
傳
者
戦
國
之
文
、
病
膿
裁
焉
、
唐
傳
者
叙
事
戴
澁

、
傳
論

文
同
、
宛

似
銘
跡
、
宋
傳
者
駁

雑
號
被

任
古
碑
禍
、
絶
無
筆
割
、
古

來
聖
賢
之
事
業
、
不
能
顯
換
5

頗
惜

之
焉
、

叉
佛
法
入

斯

土
以
來
七
百
鹸
歳

、
高
徳
名
賢

不
爲

不
多
、
而
我
國
俗
醇
質
、
錐
大
才
碩
筆

、
未
暇
勘
基
尖

、
其

問
別
傳

小
記

相

次
而
出
、
然
無
通
史
奥

、
故
予
磯
憤
灘

除
労
資
経
史
、
霧

閲
國
史

、
沿
綴
諸
記
、

日
積
月
累

、
己
有

年
突

、
遠

自
欽
明
迄
干
聖
代

、
補
綴
裁
緯

、

三
十
雀
、
僅
成

一
家
之
誉『

不
譲

三
傳

之
文
、
名

日
元
亨
繹

書
、
古
傳
者
偏
傳

也
、
今

爲
全
史
、
故
改
名
焉
、
叉
夫
古
之
著
述
、
或
罹
窮
愁
、
或
求
見
世
、
雛
仲
尼
猫
然
、
矧

其
除

哉
、
余
塵
纒

10



早
脱
、
世
緻

不
及
、
稻
晦
我
常
、
貴
翼
閑
名
、
只
欲
明
佛
祀
之
法
、
掲
聖
賢

之
　
、
令
可
畏
之
人

知
所
式
之
塵

也

耳
、
此
予
之
志
也
。
(元
盲丁
罧
書
巻
三
十
)

と

い
ひ
、

叉
こ
れ
よ
り

二
十
年

の
後

、
即
ち
貞
和

二
年
師

六
十
九
歳

の
春
、
示
寂
の
歎

月
前

に
、
中

岩
圓
月

に
與

へ

ら

れ
た
書
簡

に
も

予
看
大
藏
、
有

三
高
僧
傳
、
謂
梁
唐
宋

也
、
共
膿
製

不
全
備

、
可
不
惜
哉
、
美
僧
傳
者
佛
史
也

、
大

凡
史
者
有

法

三
傳
不
備
者
、
無

法
之
謂
奥
、
霊
源
刷
而
不
畢
、
山
谷
議
而
不
作

、
非
予
始
言
也
、
蓋
古
徳
勤

道

不
勤
學
、
三
傳

'
不
備
者
、
不
勤
學
者
與
、
店
宋
之
間
道
學
条
備
者
、
問
有
之
、
不
造
佛
史
之
杢
書
何
哉
、
就

ヰ
而
言
、
明
敏
嵩
公

共

人
也
、
然
錐
記
吾
宗

、
不
作
通
史
、
不
能
無
遺
恨
焉
、
宋
之
末
、
繹
門

正
統
、
佛
祀
統
記
出
焉

、
其

文
局
冗

不

足
取
尖
、
予
看
漢
地
俗
史
、
共
藪
十

七
、
共

爲
杢
書
難
尖
哉
、
蓋
史
書

之
成

一
手
者
鮮
尖
、
或
出

一
手
也
、

不
足

編
塀
宥
多
ム矢
Q
(紀
年
録
、
貞
和
元
年
の
條
)

と
て
、
司
馬
遷

の
大
薯
史

記
の
如

き
も

司
馬
公
父
子

の
偏
す

る
所

で
、
其

の
十
篇

は
目
が
あ

つ
て
巻

が
な

い
。
所
謂

景

武
紀
、
將
相
年
表
、
禮
樂

律
書

、
三
王
世
家
、
剃
成
侯
、
日
者
、
亀
策
傳
は
緒
少
孫
段
粛

の
輩

の
補
綴
し

て
尤
も

随
し

い
も
の
で
あ

る
。
漢
書

は
班
氏
父
子

の
撰

で
、
八
表
、
天
文
志

は
共

の
妹
曹

大
家

の
補

つ
た
も

の
で
あ

る
。
後

漢

書
は
苑
曄

の
集
め
し
所

で
あ

る
が
嘩
は
謝
倣
を
し

て
志
を
撰
せ
し
め
た
が
其
文
傳
ら
す
、
今

の

八
志
は
諸
家
を
合

し
た
も

の
で
あ
る
。
唐
書

は
欧
陽
修
と
宋
那
と
の
分
撰

で
あ
る
。
是
等

の
四
史
は
史
家

の
傑

作
で
あ

る
が
、
皆
二

人

虎
關
騨
師
と
共
の
學

(
一
一
)
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虎
關
弾
師
と
此
ハの
學

(
一
二
)

の
手

に
出

た
も

の
で
は
な
い
、
饒
史

に
至

つ
て
は
稽
す
る
に
足
る
も
の
は
な

い
の
で
あ

る
。
予

の
繹
書

十
傳

一
表
十

志
合
し

て
三
十
巷
は
膿
裁

は
專
ら
古
史
を
踏
ん

で
ゐ
る
が
、
共
間
他
人

一
僻

を
措
か
す

、
是

れ
畏

れ
て
畏
れ
ざ

る
も

の
で
あ

る
と
述

べ
て
ゐ
る
。
其

の
自
ら
任

す
る
所

の
大
、
未
だ
飴
人

の
追
随
を
許

さ

ゴ
る
も

の
が

あ

る
。
而
し

て
此

書

の
成
る
や
直

に
後
醍
醐
帝

に
上
表
奉
献

し
た
事
は

一
面
、
李
生
景
慕

し

つ
、
あ

つ
た
宋

の
契

嵩

が
正
宗
記
を
編

し

て
仁
宗
皇
帝

に
献

し
た
る
に
倣
ふ
と
言

へ
ば
其

迄

で
あ

る
が

、
其

の
間

に
は
虎
關
其
人
が
、
齪
世

に
身
を

慮
す

る
に

忠
な

る
所
以

の
も

の
が
存
し

た
で
あ
ら
う

こ
と
を
注
意

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
思

ふ
。
師
は
未
だ
曾

て

表
的

に
足
利
氏

に

就

て
批
判

の
筆
を
弄
し

て
は

ゐ
な
い
様

だ
け
れ
ど
も
、
自
ら
心
血
を
濃

い
で
本
邦

の
佛
教
史
實
を

詳
述
し
、
以

て
先

づ
上
聖
天
子

の
閾
下

に
奉
献

し
た
と

云
ふ

一
事
は
、
自
ら
忠
君
愛
國

の
大
義
名
分
を
明

に
す

る
所

の
も

の
が
あ

つ
た

と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

伏

惟

皇
帝
陛
下
。

道
出
震
。

徳
重
寓
。

山票
上
聖
之
姿
Q

鷹
中
興
之
運
、
街
談
衙
話
。



復延天
之
至
和
。

租
業

宗
勲
。

授
唐
虞
之
淳
化
、
師
錬
生
無
爲
之

清
世
馬
厩
塞
門
之
斐
文
、
信
史
才
疎
恥
側
手
於
照
獣
、
宗
記
氣
儒
謝
透
爪
於
永
安
、
建
縞
田
之
稗
梯
、
灘
林
之
撲

椒
者
也
。

陛
下

適
五
君
之
徳
。
而

・

鍾
五
君
之
轡
。
師
錬
乏
五
子
之
才
、
而
成
五
子
之
事
、
熟
念
明
時
時
繁
奥
。

昌
世
世
多
夷
、
然
當

聖
代
而
叢
書
出
焉
、
貴

我
君

文
思
之
縢
化
而

虎
關
輝
師
と
其
の
學

(
二
二
)

戸

B



虎
關
暉
師
と
其
の
塵
　

(
一
四
)

太
準
之
絵

標
乎
。

と
言

ふ
も

の
は
、
師
が

上
表

の

一
節

で
あ

る

が
、

そ

の
薙
重
謹
嚴

一
片

の
好
僻
句

に
留
ま

る
も

の
と
見

て
は
な

ら

ぬ
。

そ

の
最
後

の
文

に
言

ふ
、

「
若
し
探

る
可

き
あ
ら
ば
、
大
藏

に
入
れ
て
、

天
下
に
行
は
ん
。

於
戯
瑛
番

の
玩
弄

は
王
者
の
事
也
。

匹
夫
は
唯
、
輸
貢

す
る
の
み
。
然
ら
ば
則
ち
此

の
書

の
流
播
は
陛
下

の
任
也
。

銃
績

に
燭

れ
撤
す

は
、
伏

し
て
斧
鎖
を
待
ち
た
て
ま

つ
る
」
と
。
彼

の
「
余
塵
纒

よ
り
早

く
脱
れ
世
緻
及
ば
す
、
蝋
晦

は
我
が
常
な
り
。

　

　

貴
閑
名
を
翼
は

ん
や
。
只
佛
租

の
法
を
明

に
し

て
、
聖
賢

の
　

を
掲
げ
、
可
畏

の
人
を
し

て
式
と

る
所

の
塵
を
知
ら

し
め
ん
と
欲
す

る
の
み
」
と
言

へ
る
も

の
を
以

て
併

せ
考

ふ
れ
ば
、
寧
ろ
思
牛
ば
に
過

ぐ
る
も
の
が
あ

る
で
は
な

い

か
。

14

今
や
虎
關

の
元
亨
糧
書
を
閲
し
來

つ
て
、
吾
人

の
鳳
激
之
を
新

に
す
る
も

の
㌧
あ
る
の
は
、
彼

の
我
が
國
艦

の
曾

嚴
醇
淑
を
頚
し
た
所

の
王
臣
篇

の
論

で
あ

る
。

或
言
、
子
謂
此
土
爲
大
乗
之
國
、

且
從
之
、

而

又
言
閻

浮
界

至
治
域
、

恐
亦
有
黛
乎
、

余

日
、

建

哉
、
子
之
問

乎
、
是
余

之
公
言

之
秋
也
、

君
子
之
言
、
量

筍
哉
、
若
渉
阿
黛

、
爲
纏
世
乎
、
若

叉
不
経

不
如

黙
奥

、
夫
物

之
自

ぼ

　

ぬ

む

も

あ

ぬ

も

　

然
也
、
天
下
皆
貴
之
、
共
造
作
也
、
世
未
重
之
奥
、
吾
讃
國
史
、
邦
家
之
墓
根
於
自
然
也
、
支
那
之
諸
國
未
嘗
有

　

　

も

ぬ

ぬ

る

の

で

　

　

　

も

　

　

　

　

 奥
、
所
以
是
吾
稻
吾
國
也
、
其
所
謂
自
然
者
三
紳
器
也
、
三
器
者
紳
鏡
也
、
紳
劔
也
、
帥
璽
也
、
此
三
皆
出
自
然



　

　

も

天
成
也
。

9

紳

授

て
ふ
見

地
よ
り

し
て
天
照
太
紳

の
皇

孫
環

々
杵
奪

τ
降
し
給

へ
る
三
種
紳
器
は
、
實

に
鎗
刻
の
先

に
出

で

、
天
よ
り

降

れ

る
統
御

の
霊
に
し
て
、
天
地
の
開
關
と
兆
を
同
・の
し
、
我
が
國
蓮

の
自
然
な

る
を
物
語

る
も

の
で
あ

る
。
皇
統

綿

遡
無

窮
な

る
所
以

は
神
器
が

天
造
自
然

の
も
の
で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。
故

に
他
氏
異
冑

の
玩
弄

を
許
す

べ
き
も

の

で
は
な

い
の
で
あ

る
。
彼

の
支
那
は
中
國
と
稻
し
文
物

の
國
と
誇

る
も
三
皇

五
帝

の
世
、
未
だ
傳

國

の
信
寳
な

く
、

夏
禺

の
九
鼎
、
股
周
相
傳

へ
て
國
器
と

せ
し
も
秦
、
周
を
奪

つ
て
湘
水

に
沈
め

、
始
皇

千
壁
を
國

璽
と
な

し
漢

高
組

臼
蛇
を
斬

る
の
創
を
以

て
傳
國

の
實

と
し
、
魏
晋
以

來
趙
宋

に
至

る
ま
で
承
傳
し
た
と
言
は
れ

て
ゐ

る
け
れ
共
、
是

等
受
命

の
符
は
皆
人

工
に
出

で
た
も
の
で
天
造

で
は
な
い
。

「
我
國
小
な
り
と

錐
も
墓
を
開
く

の
紳
な

る
、
器

を
傳

ふ
る

の
難
な

る
、

日
を
同
う
し

て
語

る
べ
か
ら
ざ
る
」
も

の
あ
り
と
し
、
叉
天
竺
は
閻
浄

の
本
邦

な
れ
ど
も
搭
奪

の

事
あ

る
を
言
ひ
漢

土

に
至

つ
て
は
、
虞
夏

の
古

よ
り
趙
宋
後

に
及

ぶ
ま
で
各
時
代

を
通

じ
て

一
々
纂
齪
の
史
實
を
要

論
し
、
最
後

に

我
見
竺
支
之
事
、
如

我
國
之
渾
厚
者
、
未
有
之
臭
、
是
匿
域
之
難
勝
祀
宗
之
聖
武
而
亦
吾
佛
乗

之
資
輔
也
、
我
言

至
治
之
域
者
、
其

不
然
乎
。

と
結

ん
で
ゐ
る
。
思

ふ
に
當
時
足
利

氏
の
如
き
武
門
逆
臣
の
横
暴

を
見
聞
し
、
腐

儒
文
臣
動
も
す

れ
ば
、
外
邦
文
化

に
心
醇

の
絵
、
所
謂
内
外
華
夷

の
別
を
謬
り
、
旭
國
曾
重

の
大
義
を
忽

に
す
る
も
の
な
き
に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
虎
關

自

虎
闘盟
脚
師
と
皿
ハの
愚ψ

(
一
五
)
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議梶
關
聯脚
師
と
比ハの
學

(
一
六
)

ら
筆
を
呵
し

て
こ

㌧
に
至

る
、
亦

深
意
あ

り
と
言
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
虎
關

の
後

に
出

で
～
、
同
じ

く
我
が
國
史

の
精

華
を
謳
頗
し
、
臣
子

の
本
分

を
明

に
し

た
人
は
彼

の
北
畠
親
房

で
あ

る
。
親
房

の
紳
皇

正
統

記
は
人
も
知

る
有
名
な

も

の
で
あ

つ
て
、
殊

に
三
種
紳

器

に
つ
い
て
は
、
日
月
星

の
天

に
あ
る

に
同
じ
と
示
し
、

又

鏡

は

一
物
を
た
く
は

へ
す
、
私
の
心
な

く
し
て
萬
象
を
照
ら
す
に
是
非
善
悪

の
姿
現
は
れ
す
と

い
ふ
事
な
し
。
そ

の
姿

に
從
ひ

て
戚
鷹
す
る
を
徳

と

す
、

こ

れ

正
直

の
本
源
な
り
、
玉

は
柔
和
善
順

を
徳

と
す

、
慈
悲

の
本
源
な

り
、
劒

は
剛
利
決
断
を
徳

と
す
、
卸
慧

の
本
源
な
り
。
こ
の
三
徳
を
あ
は

せ
受
け
す
し
て
は
、

天
下
の
治
ま
ら
ん

こ
と
誠

に
難

か
る
べ
し
(騨
皇
正
統
記
、
環
々
杵
尊
の
條
)

と
述

べ
て
ゐ
る
。
是
等

の
所
詮
、
或
は
先

の
虎
關

の
そ
れ

に
比
し

て

一
暦
精
微

に
渡

る
の
戚

は
あ

れ
ど
、
吾
人
は
亦

虎

關
の
彼

に
先
ん

じ
て
端
的
に
三
神
器
を

以
て
、
「
こ
れ
我
が
國
蓮

の
自
然
な

る
も

の
な
り
」
と
言

へ
る
簡
明
純
直
不

易

の
置
ハ而
目
を
忘
れ
て
は
な
ら

ぬ
も

の
と
思

ふ
も

の
で
あ
る
。
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元
亨
繹
書

の
成

つ
た

の
は
、
虎

關
四
十
五
歳

の
秋

で
あ

つ
た
。
其
後
正
中

二
年
(
三
二五
)
四
十
八
歳

の
秋
八
月

に
は

灘

戒
軌

一
巷
を
著
し
、
我
が
禮
門

の
戒
系
の
縄
縄

一
人
を
絶

せ
ざ
る
を
明

に
し
、
軌
文

の
繁
略
を

整

へ
ん

こ
と
を
欲

し
、
(
一
)
演
唱
(
二
)問
遮
(
三
)
登

心
(
四
)臓
悔
(
五
)
請
聖
(
六
)
三
嫌
(
七
)
三
聚
(
八
)
十
重
(
九
)輕

戒
(
一
〇
)回
向

の

十
門

に
分

つ
て
之
を
解
説
し
、
更

に
同
年
冬
十

一
刀
に
は
佛
語
心
論
十
八
巷
を
著
し

て
携
伽
経

の
眞
髄
を
開
示
し
、



宗
旨
の
正
脈
を
登
揮
し
、
越
え

て
三
年
の
後
、
'即
ち
暦
鷹
元
年
(
三
三
八
)
六
十

一
歳

の
春
に

は
、
宗

門
十
勝
論

十
章
を

造

つ
て
、
我
が
麗

家

の
他
宗

に
勝

る
所
以

の
も

の
を
詳
論
し
、
租
道
を
登
揮
鼓
吹
す
る
所
が
あ

つ
た
。
更

に
康
永

元

年

(
三
四
二
)
に
は
我
門
世
師

の
文

に
、
古
法
を

失
ふ
も

の

、
多

い
の
を
傷

ん
で
、
自
ら
先
哲

の
遺

文
を
類
聚

し
、
疏

(
山
門
、
諸

山
、
江
湖
、
難
疏
)
、
榜
(
茶

湯
)祭

文
(
山
門
、
諸
山
、
江
湖
、
雑
祭
)
等
、
決

格
膿

裁

の
備
は
れ

る
も

の

を

以
て
、
後
學

の
規
範
た
ら
し
め
た
こ
と

は
、

何
人
も
夙

に
知
悉
す
る
所

で
あ
ら
う
。
師

は
翌
康

永

二
年
六
月
に
及

ん

で
正
修
論
十
章
を
公

に
し
、
親

切
に
我

が
宗
門
學
者

の
精
進
工
夫
の
要
津
を
提
示
し

て
ゐ
る
。

省
虎
關

の
自
撰
に

、

か

～
る
「
五
家
辮
」
な

る
も

の
が
あ

る
が
、
之

に
は
我
が
灘
門

の
五
家

七
宋

の
法
脈

に
就

て
、
畳
範

以
來

の
六
租

下
に

南
嶽
、
青

原
あ
り
、
南
嶽
系

に
臨
濟

、
仰
山
出

で
、
青

原
の
見
孫

に
洞
山
、
雲
門

、
法
眼

の
三
大

家
出

で
た
り
と
す

る
見
解

を
非

と
し
、
虎
關

は
新

に
藥
山
惟
嚴
等

の
碑
銘
を
引
謹
し
、
如

上
の
五
師

は
悉

く
南
嶽

の

一
系

に
属
す

る
こ

と
を
辮
じ

て
ゐ

る
。

以
上
諸
種
の
虎
關
が
も
の
せ
る
著
書
1

こ
の
他
に
術
二
三
の
も
の
も
あ
る
が
f

の
内
容
に
渉

つ
て
の
論
述
は

別
に
共

の
人
あ

る
べ
き
を
以

て
他
日
敏

を
請

ふ
と

し
て
、
吾
人
は
只
管
師

の
該
博
な

る
學
殖
と
絶

倫
な

る
精
力
に
嘆

服
す

る
よ
り
他

は
な

い
の
で
あ

る
。

、

最
後

に
吾
人

は
虎

關
の
詩
章
疏
偏
詩
話
評
論

を
集
録
し

た
濟
北
集

二
十
巻
中

、
特

に
十
六
巻
乃

至

二
十
巻
の
通
衡

の
部

に
見
は
れ
た

る
、
師

の
學

術
思
想
に
就

て

一
瞥
を
試

み

て
見

た
い
。

虎
關
輝
師
と
其
の
墨

(
一
七
)
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虎
關
置
師
と
共
の
學

(
一
八
)

大
膿
虎
關

は
無

年
に
は
彼

の
寧

一
山
に
師
事

し
た
人
で
あ
る
か
ら
、
儒
學

上
の
思

想
も
、
當
時
新

興
輸

入
の
勢
力

を
伸

べ
ん
と
し

つ
、
あ

つ
た
程
朱

の
性

理
學
を
接
受
す
る
の
多
く

の
機

會
を
持

つ
た
筈

で
あ

る
が

、
師

は
他
の
暉
信

儒
流

の
人

々
の
如

く
、
無
批
到
的

に
之
を
振
取
塑
奉

す
る
と
云

ふ
風
は
な

く
、
何
庭
ま
で
も
學
術

的

に
批
到
的

に
研

究
す

る
の
態
度
を
失

つ
て
ゐ
な

い
や
う

で
あ

る
。
然
も
師

に
は
自
ら
猫
爾

の
創
見
が
あ

つ
て
多
分

に
吾
人

の
注
意

を

惹

く
も

の
が
あ

る
。
例

へ
ば
、
荷
書
金
縢
篇

に

史
乃
冊
祀

日
、
惟
爾
元
孫
、
某
遙
属
疾
。

と
あ
る
本
文
を
、
爾
書

の
孔
安
國

の
傳

で
は

、

元
孫
武

王
、
某
名

、
臣
誰

君
故

日
某
。

と
説
い
て
ゐ
る
。
然

る
に
孔
頴
達

の
術
書

正
義

に
於

て
は
、
漢

の
鄭
玄

の
説
を
あ
げ

て
、
某
と
言

つ
て
武

王
の
名
磯

を
諌

ん
で
ゐ

る

の

は
、

紳

に
告
ぐ
る
際

、
成

王
が
遺
を
開

い
て
書
を

得
、

自
ら
之
を
讃

ん
だ
赦

に
、

口
で
某
と

改

め
、
史
官
が

之
を
手
記
す

る
際

に
は
、
成
王
の
讃

ん
だ
儘
を
記
録

し
た
の
で
某
と
な

つ
て
ゐ

る
の
で
あ

つ
て
、
同

じ

禽
書

で
も
秦
誓
、
牧
誓

に
は
登
と
云

ふ
名

を
書

し
て
誰
む
所
が
な
い
と
言

つ

て

ゐ

る
。

庭
が
虎

關
は

こ
の
郷
玄
説

を
以

て
曲
説

と
し
、
孔
傳

の
説
を

正
し

い
と
す
る
。
何
と
な
れ
ば
、
尚
書

の
秦
誓
牧
誓

の
二
誓

は
武

王
の
作

で
あ

る

か
ら
、
登
と
い

ふ
名
を
諜
ま
な

い
。
け
れ
共
金
縢
篇

は
、
周
公

の
作
で
あ
る
。
周

公
は
武

王
の
臣

で
あ

る
が
故

に
、

君

の
名
を
諜

ん
で
某
と

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
筈

で
あ

る
。

孔
頴
達
は
成
王
が
讃

む
時
に
口
つ
か
ら
改
め

て
、
某
と

い
ひ
、
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史
官
が
傍

で
之
を
筆
録
し
た
と
云

ふ
の
は
、
迂
遠
な
説
で
あ

る
。
若

し
史
官
が
共

の
時
に
録

せ
な

か

つ
た
と
せ
ば
、

此
篇

は
亡
失
す

る
で
は
な

い
か
。
之
は
成
王
が
護

み
終

つ
て
史
官

に
與

へ
、
之
が
寓

さ
れ
て
世

に
博

つ
た

の
で
あ

つ

て
、

之
を
周
公
の
作
と
見
れ
ば
何
等

の
疑
議

も
な

い
繹

で
あ
る
。
正
義

が
安
國

の
注

に
從
は
す
し

て
鄭
氏

に
託
し
て

徒

に
穿
難
す

る
が
如
き
は
、
正
義

と
は
爲

す
に
足

ら
ぬ
。
と
か
う
云

つ
た
見
識

を
以

て
注
疏
を
批

到
し

て
ゐ
る

の
で

あ

る
。

叉
論
語

の
羅
也
第
六

の

子
日
、
齊

一
礎

至
魯

、
魯

一
憂

至
道
。

と
言

へ
る
に
封

し
て
、
虎
關
は
、

こ
れ
は
孔
子

の
言

で
は
な

い
。
春
秋
の
時
代

に
於

て
は
齊

も
魯

も
優
劣
が
あ
る
と

は
思

へ
な

い
。
然

も
齊

は
桓
公
が
.覇
を
樹

て
た
が
魯
は
覇
を
唱

へ
た
事

は
な

い
位

で
、
魯
は
寧

は
齊

に
勝

っ
て
ゐ
な

い
と
も
言

へ
よ
う
。

只
孔
子

の
徒
が
道
藝
を
講

じ
、
禮
儀
を
學
ん
だ
と

い
ふ
こ
と
は
、
魯

が
齊

に
勝

る
こ
と
の
見
は

れ
た
も
の
で
あ

る
。
然

し
こ
れ
は
多
く
下

に
在

る
も
の

、
事

で
上
な
る
も
の
は
然
ら
す
、
共

の

=

一を
言

へ
ば
、
田

恒
が
簡

公
を
斌
し

た
の
は
齊

の
出
來
事

で
あ
る
。
意
如
が
昭
公
を
逐
う
た
の
は
魯

の
事

で
あ
る
。

殺
す

る
と
逐

ふ
と

は
優
劣

し
難

い
の
み
な
ら
す
、

昭
公
が
乾
侯

に
死
す
る
は
季
氏

の
害
が
深

い
か
ら

で
、
是
等

の
黙

か
ら
論

す
れ
ば
、

齊
と
魯

の
衰

ふ
こ
と
は
匹
等
し
て
ゐ
て
差
降
は
な

い
。
唯

孔
門

の
學
徒
が
道
藝
を

言

つ

た

と

い

ふ
事
が
齊

の
、一
養

し

て
魯

と
な

る
所

以

で
あ

ら
う
か
。

孔
門

の
徒
は
在

下
の
旗

で
あ

つ
て
、
下
の
者

は
上
に
随

ふ
べ
く
、
、上
の
者

に
か

廃
關
暉
師
と
其
の
學

昌

・

二

九
)
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虎
關
㎝膵
師
と
豊ハの
學

.

(二
〇
)

く
の
如
き
も

の
は
な
か

つ
た

の
で
あ

る
α
然

る
に
魯

一
攣
し

て
道

に
至
ら
ん
と
言

ふ
如
き
闊
大

の
言
を
聖
人
た
る
も

の
が
言

ふ
で
あ
ら

う
か
。
所
謂
至
道
と
は
何
時
で
あ

ら
う
。

三
皇
か
、
五
帝
か
、
三
王
の
始

で
ゴ
も
あ
ら
う
か
。
我

謂

へ
ら
く
、
孔
子
が
魯

の
政
椹
を
握

つ
た
と

せ
ば
、
或

は
伯
禽

の
治

の
如

く
な

く
な
ら

し
め
得
た

で
あ
ら
う
。
由

來

伯
禽

の
治

は
周

公
の
治

で
あ

る
。
孔
子
は
甚

し

い
か
な
、
吾

の
衰

ふ
る
や
久
し
、
吾
復
夢

に
周
公

を
見

す
と

い
ひ

、

周
公
を
慕

つ
て
ゐ

る
。
周
公
は
叔
父

の
椹

、
大
聖
の
姿
を
以

て
魯
國

の
治

を
致

し
て
す

ら
三
年

に
し

て
成

つ
た
と
い

ふ
。
假
令

孔
子

が
魯

を
治
め

て
聖
周
公

の
如
く
な

る
も
、
周
公
の
権
な
き
を
如
何

せ
ん
。
周

公
の
聖
椹
が
魯

を
治

め

た
共
時
と
錐
も
必
す
し
も
大

い
に
齊

に
過
ぎ

た
と
言

ふ
こ
と
は
な

く
、
當
初
術
寝

々
微
な

る
の
兆

が
あ

つ
た
。
孔
子

後
れ

て
出

で

、
樺
を
鉄

ぐ
、
周
公

に
術

る
こ
と
は
出
來
な

い
筈

で
あ

る
。
吾
謂

へ
ら
ー
、
論
語
は

黎
捌
を
経
す
、
諸

徒
交

々
記
し
た
も

の
で
共

文
大
醇

に
し

て
小
疵

が
あ

る
、
然

ら
ば
則
ち
魯
人
が
國
を
誇

つ
て
聖
言

を
矯

つ
た
の
で
あ

る
ま

い
か
。
叉
孔
子
が

一
時

の
戯
語

で
あ

つ
て
贋
徒
闇
識

に
し

て
簡
腰

に
布

い
た
も
の
で
は
5の
る
ま
い
か
と
虎
關

の

か
く
の
如

き
の
考
察

に

つ
い
て
は
、
術
議
論

の
除

地
は
無

い
と
は
言

へ
ま

い
が
、
碁
地

に
自

己
の
所
信
を
大
謄

に
吐

露

し
、
本

文
内
容

の
批
判

に
鏡
鋒
を
向
け

て
捕
は

る

、
所
の
な

い
の
に
は
寧
ろ
敬
服
す

べ
き
も
の
が
あ
り
と
言

へ
よ

う
。
か
う
し
た
態
度

は
虎
關
が
左
傳

を
評
す

る
文

に
於

て

一
層
明
確

に
示

さ
れ

て
ゐ

る
。
曰
く
、

左
傳
は
文
僻
が
富

膿

で
あ

つ
て
學
者

の
重
ん
す

る
所

の
も

の
で
あ

る
。
然
し
共

の
法
律
嚴
な

ら
す
し

て
往

々
議
を
作

す
も

の
が
在

る
。

我
は
之
を
晋

の
事

に
於

て
見
出

す
も
の
で
あ

る
。
晋

の
事
が
赤
秋
の
輕
文

に
見
え
た

の
は
僖

公
二
年
が
初

で
あ

る
。
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隙
桓
荘
閲

の
間

に
は
現
は
れ

て
ゐ
な

い
。
然

る
に
左
傳

で
は
、
隠

公
の
五
年
か
ら
始
り
其

の
六
年

、
桓
公

二
年
、
三

年
、
七
年
、
八
年
、
九
年
、
荘

公
十
六
年
、
閲

公
元
年
、
僖

公
十
年
、

ご
十

七
年
、

二
十
八
年
等
に
見
え

て
ゐ
る
。

一
膿
晋
と

い
ふ
國
は
春
秋

の
始
は
、
齪
分
甚

し
く
小
國

で
あ

つ
た
が
、
献
公

の
時
代

に
二
軍
を
作

り

、
文

公
の
覇
業

よ
り
大
國
と
な

つ
て
三
軍
と
な
り
、
更

に
六
軍

の
制
を
切
り
に
し
た
け
れ
共
、
名
を
代

へ
て
之
を
三

行
と
縛
し
た

の

で
あ
る
。
然
る

に
左
傳

で
は
事
を
記
す
に
始
末
を
考

へ
す
し
て
、
こ
の
三
行

の
名
が
僖

公

二
十
八

年

に
起

つ
た

に
係

ら
す
、
之
を
僖

公
十
年

の
條
に
書

い

て
ゐ
る
。

こ
の
僖
公
十
年
は
晋
の
恵
公

の
初

で
献
公
の
時
の
二
軍

の
制
を
用
ゐ

て
ゐ
る
時
代

で
あ

る
。
三
軍

の
未

だ
無

い
時

に
三
行

の
名

の
あ
ら
う
課

は
な

い
。

三
軍

の
出
來
た
の

は
文

公
の
時

で

あ

る
。
然

る
に
左
傳
は
文
公

の
時
の
三
行
の
名
材

以

て
恵
公
の
時
の
事

に
し

て
ゐ

る
如
き
は
、
史
實

を
謬

つ
て
ゐ
る

も

の
で
あ
る
と
。
其

の
所
論

の
明
快
犀
利
當
時

の
儒
業
の
士
と
錐

も
遠
く
及
ば
ざ
る
所

が
あ

つ
た
。
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濟
北
集
通
衡

の
部

に
は
易
、
書

、
春

秋
、
左
傳
、
大
學

、
中
庸

、
論
語
、
孟
子
、
史
記
、
荘
子

、
列
子
、
萄
子
、

.
孫
子
、
李
白
、
自
居
易
、
司
馬
光
、
蘇
東
坂
、
朱

子
等

に
就

て
論
断
す

る
も

の
、
凡
そ
三
十
六
條
を

存
し

て
居
り
、

今

日
吾
人
を
啓
登
す

る
も

の
妙
し
と
せ
な

い
。
今

一
々
之
を
詳
論

す
る
の
暇
は
な
い
け
れ
ど
も
要
す

る
に
、
虎
關

の

學

は
徒

に
古
人

の
糟
粕
を
嘗

め
、
訓
詰
傳
諦
を
是
れ
事
と
す
る
匹
で
は
な
く
、
共

の
間
少
く
と
も
或

る
自
由
な
濁
創

的
な
見
解
を
寓
し
、
且

つ
嚴
密

な
る
批
到
を
経

た
る
も
の
を
藏

し
て
ゐ
る
事
は
掩

ふ
べ
か
ら
ざ
る
事

實

で
あ

る
。
然

虎
關
顧
師
と
其
の
學

(
二
一
)



虎
關
　暉
師
と
此
ハの
臨甲

(二
二
)

も
師
は
荷
く
も
當
時

一
般

の
風
潮
に
伍
す

る
こ
と
を
爲

さ
ず

、
曲
學
阿
世

の
嗅

に
至
つ
て
は
毫
末

を
存

す
る
も
の
が

な

い
。
深

く
我
が
皇
國

の
精

神
を
膿
認

し
、
禦
侮

の
志
を
明

に
し

て
ゐ
る
こ
と
は
、
彼

の
建
武

の
初
、

元
よ
り
蹄
朝

の
灘
儒
が
元

の
繹
服
に
微

つ
て
信
服
を
黄
色

に
し
よ
う
と
す

る
の
議
が
あ
り
、
夢
窓

國
師

も
之
を

断
す

る
能
は
す
し

て
虎
關

に
謀
る
所
が
あ

つ
た
時

に
、
黄
を
以

て
縞

に
更

ふ
る
は
元
圭

の
心

に
出

で
た
も

の
で
あ

る
。
我
が
朝
如
何
ぞ

常

服
を
齪
す

べ
け
ん
や
と
辮

じ
た
る
が
如
き
其

の

一
例

で
あ
ら

う
。

叉
康
永
三
年
(
三
四
四
)
高
師
直

が
亡
父

の
爲

に
粘

香
を
師

に
請
ひ
し
も
、
叢
規

に
反
す

る
の
故
を
以
て
三
度
其

の
使
を
斥
け
し
が
如
き
、
或
は
貞

和
元
年
建
長

の
席
虚

し
き

に
當
り
、
奪

氏
よ
り

拝
請

さ
れ
し
も
之
を
固
僻

し
た
る
が
如
き
、
陵

々
た

る
租
師

の
眞
骨
頭

を
観

る
べ
く
痛
快

の
極

で
あ

る
。
師

は
李
生
、
建
武
中
興

の
宏
業
を
翼
賛

し
、
勤
王

の
大
義
を
忘
れ
な
か

つ
た
こ
と

は
、
贈

入
京
信
と

題
す

る
詩

に
、

　

あ

も

ぬ

ぬ

　

も

　

　

　

　

　

も

　

王
化
輩
霧
率
土
濱
。

山
川
無
冠庭
不
畿

簑

"。

就
中
百
方
長
安
戸
。
爲
問
何
人
見

聖
顔
。

と
謳
ひ
元
弘

三
年
仁
壽
殿

上
護
良
親

王
に
謁
し

て

銀
帽
拮
來
加
昌冤
旋

一。
太
卒
洪
業
屡
昌龍
櫻
【。

如
今
四
海
案
昌弓
矢
一。

一
一
指
爲
レ延
昌等
簿

一。

と
頚
し
奉

つ
て
ゐ
る
に
於

て
、
共

の

一
班
を
知

る
に
難

く
は
あ
る
ま

い
。

吾
人
は
術
虎
關

の
文
章

詩
賦

に
つ
い
て
述

ぶ
べ
き
多
く
を
残
し
、
且

つ
余

の
箇
底

に
藏

す
る
龍
華
無
着
和
術
自
寓

の

一
篇

に
し
て
虎
關

の
著

な

る

「
虎
關
和
荷

四
六
式
」

に

つ
い
て
詳
論

す

る
筈

な
る
も
、
こ
れ
は

叉
他

の
機

會
を
倹

つ
て
學
者

の
大
敏
を
仰
ぐ

こ
と

、
し
よ
う
。

(昭
和
九
、
一
一
、
五
、
稿
)
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